
    

 

 
  

大項目 主な項目 

1.家庭の子育て力の向上 

 

 

□子どもへの生命の尊さや愛着を感じる機会の創出 

 ・子どもとの関わり方など、学びの充実（道徳科・家庭科等の授業の充実） 

□子育ての交流の場の提供 

□ＰＴＡ講演会や親のための応援塾等による啓発活動の充実 

2.情報発信・提供、相談体制 

 

□子育ての情報提供の充実 

□育児不安軽減のための相談支援 

3.乳幼児教育の推進 

 

□講演、講座、広報等による家庭支援 

□子どもの生きる力、主体性、自己肯定感の育みの支援 

4.共生型の子育て支援 □中・高校生、高等教育機関の学生、シニア世代などの参加機会の促進 

1.母子の心身の健康の保持・増進 

 

□子どもの育ちを支える支援 

 ・乳幼児健診、幼稚園・保育所･認定こども園や学校での健診、予防接種、各種相談など 

2.妊娠期、出産前後の支援 □育児準備教室、妊産婦健康診査、助産師相談、新生児訪問など 

3.発達段階に応じた支援 

 

□保育所、幼稚園、認定こども園、放課後児童クラブへの支援の必要な子どもの巡回支援 

□多職種による連携支援体制の強化 

4.子育てサービスの充実 □子育て短期、ファミサポ、一時保育、延長保育、放課後児童クラブ等 

□訪問型のアウトリーチ支援 

1.重度障害、障害のある子の支援 

 

 

 

□医療的ケア児のサポート体制の充実、障害児福祉サービス等の提供支援 

□電話、家庭訪問等による相談支援 

□災害発生時等の対応 

□障害のある子どもの就労に向けた準備支援 

2.DV 支援、虐待対応 

 

□虐待の未然防止と早期発見 

□特定妊婦の支援 

□DV の家庭支援 

3.貧困対策 □貧困家庭への支援（学力の充実と向上・支援員の確保） 

1.地域の子育てネットワーク 

 

□民生児童委員活動の推進 

 ・こんにちは赤ちゃん事業等 

2.子どもの犯罪等から守る支援 

 

 

 

 

□舞鶴子ども育成支援協議会、地域子育て支援協議会、自治会、民生児童委員等の団体と 

 の連携 

□青少年健全育成 

□子育てしやすいまちづくり 

 ・人にやさしい道づくり、公共交通機関、公共的施設など 

3.ワークライフバランス □ワークライフバランスの普及啓発活動の推進 

1.幼稚園・保育所・認定こども園 

2.地域子育て支援拠点事業 

3.一時預かり、ファミサポ、子育て短期支援事業 

4.病児保育事業 

5.延長保育 

6.放課後児童クラブ 

7.妊婦健康診査事業 

8.乳児家庭全戸訪問事業 

9.利用者支援事業、養育支援訪問事業 など 

Ⅱ.子どもの健やかな育ちを支える支援 

Ⅳ.地域全体での子育て支援 

Ⅲ.配慮が必要な子どもと保護者等への 

  支援 

Ⅴ.教育･保育及び地域子ども・子育て支援

事業の量の見込みと確保策 

第Ⅱ期子ども・子育て支援計画の骨子の方向 

子どもの育ちを支える関係機関・団体が、教育・

保育等の質の向上を図り、発達段階に応じた豊か

な成長を育む。 

安心して産み育てられるよう、適切な子育てサー

ビスの充実を図る。 

地域全体で妊娠から出産、子どもの成長、家庭状

況に応じ、0～18 歳までの切れ目のない支援を推

進する。 

虐待や非行の早期発見及び適切な対応に努めると

ともに、医療的ケア児や障害のある子どもの支援、

貧困対策など、子どもとその家庭を見守る支援体

制の充実を図る。 

Ⅰ.親育ち・多世代にわたる子育てエンパワー 

  メントの向上 

保護者が子育ての第１義的責任を有することを

前提としつつ、子育てに対する負担や不安、孤立

感を和らげることを通じて、保護者が自己肯定感

を保ちながら子どもと向き合える環境を整える。 

児童期や成人・壮年期、高齢期など、様々な年代

の子育て力を高め、市民総力を挙げて子どもの育

ちを支える。 

 

現計画の基本理念を継承 

■育てたい子ども像：自分自身を愛し、他の人を愛し生まれ育った地域を愛する「舞鶴っ子」 

■基本的な政策目標：子どもの笑顔と子育ての喜びがあふれるまちづくり 
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